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広報おおつち200号を迎える

昭和32年2月、第1号が発刊されて27年
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昭
和
三
十
二
年
二
月
に
広
報
が
創
刊
さ
れ
て
二
十
七
年
目
に
し
て
第
　
田

二
百
号
を
迎
え
ま
し
た
。
二
十
七
年
の
間
に
は
、
数
多
く
の
出
来
事
や

話
題
、
あ
る
い
は
、
思
い
出
が
あ
る
わ
け
で
す
。
今
回
は
、
二
百
号
を

迎
え
た
と
い
う
こ
と
で
広
報
の
あ
ゆ
み
、
広
報
に
つ
い
て
望
む
こ
と
を

特
集
し
ま
し
た
。

広
報
の
あ
ゆ
み
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それぞれの広報には、それぞれの思い出が‥‥…‥

大
槌
町
の
広
報
第
二
号
が
発
行
さ

れ
た
の
が
昭
和
三
十
二
年
二
月
。
金

沢
村
と
町
村
合
併
し
て
l
一
年
目
の
と

き
の
こ
と
で
す
。
当
時
の
広
報
は
『
大

槌
町
報
』
　
の
名
称
で
、
紙
面
は
タ
ブ

ロ
イ
ド
版
（
新
聞
紙
の
半
分
）
　
二
ペ

ー
ジ
、
年
に
数
回
、
発
行
さ
れ
た
も

の
で
し
た
。

四
十
九
年
九
月
に
は
　
『
広
報
大
槌
』

と
改
題
し
、
現
在
の
名
称
で
あ
る
『
広

報
お
お
つ
ち
』
　
と
な
っ
た
の
は
五
十

三
年
四
月
の
広
報
か
ら
の
こ
と
で

す
。四

十
四
年
五
月
の
第
二
十
九
号
か

ら
は
、
今
ま
で
の
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
か

ら
現
在
の
広
報
の
大
き
さ
で
あ
る
B

5
版
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
記

事
量
の
増
加
な
ど
に
よ
る
も
の
で
、

ペ
ー
ジ
数
も
八
ペ
ー
ジ
、
表
紙
に
大

き
な
写
真
を
載
せ
、
二
～
三
ペ
ー
ジ

に
特
集
的
な
記
事
、
四
ペ
ー
ジ
か
ら

は
お
知
ら
せ
、
町
の
話
題
と
い
っ
た

情
報
的
コ
ー
ナ
ー
と
い
う
紙
面
構
成

と
な
り
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
今
の
広
報

、
、
ノ

の
ス
タ
イ
ル
か
確
立
き
れ
て
き
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

広
報
が
月
一
回
の
発
行
と
な
っ
た

の
は
、
今
か
ら
十
四
年
前
、
昭
和
四

十
五
年
の
こ
と
で
す
。
四
十
五
年
と

い
う
と
岩
手
国
体
の
年
で
、
こ
の
こ

ろ
か
ら
広
報
は
、
行
政
お
知
ら
せ
型

の
広
報
か
ら
紙
面
に
町
民
を
登
場
さ

せ
る
住
民
参
加
の
広
報
へ
と
形
を
変

え
、
内
容
を
変
え
現
在
の
広
報
へ
と

受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

広
報
の
役
割
り

広
報
の
役
割
り
は
、
町
が
現
在
、

あ
る
い
は
、
こ
れ
か
ら
行
う
事
業
や

年
間
の
予
算
、
保
健
衛
生
・
福
祉
関

係
の
お
知
ら
せ
な
ど
を
わ
か
り
や
す

く
町
民
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
第
一
で

す
。ま

た
、
町
民
の
声
を
聴
き
、
行
政

と
の
相
互
理
解
の
上
に
立
っ
て
、
よ

り
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
役
立
た

せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
一
人
で
も
多
く
の
町
民

に
読
ん
で
も
ら
え
る
広
報
と
な
り
え

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
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裁物を掲載してはで町民の声を

広
報
に
望
む

町
民
に
親
し
ま
れ
る
紙
面
に
す
る
に
は

大
　
串
　
重
太
郎
さ
ん

（
蕨
打
直
二
ハ
二
歳
）

広
報
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
（
＼

気
が
つ
い
た
こ
と
や
町
の
出
来

事
が
一
目
で
わ
か
り
便
利
に
思

い
ま
す
。
「
お
元
気
で
す
か
保

健
婦
で
す
」
　
は
よ
く
見
て
い
ま

す
。
健
康
第
一
で
す
か
ら
。
病

気
に
つ
い
て
の
説
明
や
予
防
法

な
ど
も
よ
い
の
で
は
。
ま
た
、

「
大
槌
の
民
話
」
　
の
よ
う
な
連

載
物
を
載
せ
る
の
も
よ
い
と
思

い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
広
報

に
し
て
く
だ
さ
い
。

川
　
村
一
子
さ
ん

（
安
渡
一
・
四
九
歳
）

行
政
に
対
す
る
、
あ
る
い
は

地
区
の
問
題
点
に
対
す
る
意
見

や
質
問
な
ど
、
町
民
の
声
を
載

せ
る
投
書
欄
を
設
け
た
方
が
よ

い
の
で
は
　
ー
。

ま
た
、
町
政
に
興
味
が
あ
る

の
で
、
町
は
現
在
、
町
民
の
た

め
に
何
を
、
あ
る
い
は
、
ど
の

よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
る
か
、

と
い
っ
た
こ
と
を
定
期
的
に
載

せ
て
み
て
は
ど
う
で
す
か
。

来
月
号
を
楽
し
み
に
待
て
ろ

広
報
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

窓口の説明をしては

越
　
田
　
征
　
男
さ
ん

（
本
町
・
四
〇
歳
）

■

町
主
催
の
記
事
が
多
い
の
で

民
間
や
ま
ち
の
話
題
を
も
っ
と

載
せ
て
ほ
し
い
で
す
。

そ
れ
と
、
役
所
の
仕
事
、
例

え
ば
、
印
鑑
証
明
の
手
続
き
は

ど
の
よ
う
に
、
窓
口
は
ど
こ
か

と
い
っ
た
面
で
わ
か
ら
な
い
と

こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
そ
う
い
っ

た
面
の
説
明
を
し
て
も
ら
え
る

と
町
民
は
助
か
る
と
思
い
ま
す
。

広
報
お
お
つ
ち
が
三
百
号
、

五
百
号
と
続
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
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クラブの紹介記事も

山
　
陰
　
洋
　
子
さ
ん

（
栄
町
二
二
〇
歳
）

／丁
ノ．　／∴1レ

最
近
は
、
内
容
に
偏
よ
り
が

な
く
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
掲

載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

よ
う
で
す
。
「
よ
ろ
こ
び
か
な
し

み
」
　
の
欄
で
す
が
少
し
読
み
づ

ら
い
の
で
は
…
。
ク
ラ
ブ
や
サ

ー
ク
ル
、
ス
ポ
少
の
紹
介
の
記

事
を
載
せ
る
の
も
よ
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
予
防
接
種
の
日

程
な
ど
載
っ
て
い
る
と
い
つ
で

も
見
れ
る
の
で
安
心
で
き
ま
す
。

今
後
の
発
展
を
お
祈
り
し
ま

す
。

▽
広
報
が
二
百
号
を
迎
え
ま
し
た

▽
広
報
は
住
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役

に
と
い
い
ま
す
▽
な
か
な
か
出
来
な

い
の
が
現
状
で
す
▽
町
民
に
読
ま
れ

る
広
報
に
す
る
た
め
l
層
の
努
力
を

し
ま
す
・
－
・
し

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
身
近
な
話
題
を
提
供
し
て
く
だ

さ
い
。
（
役
場
総
務
課
広
報
係
年
四
．
闇

二
－
二
二
一
内
線
一
一
八
）



食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
に

食
中
毒
は
、
毎
年
全
国
各
地
で
発

生
し
て
お
り
、
一
向
に
減
少
す
る
気

配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

食
中
毒
は
七
月
か
ら
九
月
の
聞
か

最
も
多
く
、
年
間
の
六
C
％
は
、
こ

の
時
期
に
集
中
し
て
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
の
時
期
は
、
気
温
が
高
く
、

湿
度
も
多
い
季
節
で
す
か
ら
細
菌
の

発
育
が
良
好
と
な
り
、
食
＝
…
に
付
着

し
た
食
中
毒
細
菌
が
、
そ
の
食
品
の

栄
養
分
を
と
り
適
当
な
温
度
と
水
分

を
得
て
増
殖
す
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
夏
は
カ
ビ
が
発
生
し
や
す

い
季
節
で
す
。
カ
ビ
の
中
に
は
有
毒

物
質
を
産
生
す
る
も
の
も
あ
り
十
分

の
注
意
が
必
要
で
す
。

食
中
毒
を
防
ぐ
に
は
、
次
の
こ
と

を
良
〈
守
る
こ
と
で
す
。

▽
衛
生
的
な
お
店
か
ら
新
鮮
な
も
の

を
選
び
、
清
潔
に
取
り
扱
い
、
速

か
に
調
理
し
て
残
さ
す
氏
べ
る
よ

、
つ
に
し
ま
し
ょ
、
1

▽
包
丁
や
ま
な
板
、
ふ
き
ん
等
の
調

理
器
具
や
冷
蔵
庫
は
、
い
つ
も
清

潔
に
し
て
使
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ

、

「

′

▽
調
理
の
前
、
食
事
の
前
、
用
便
の

後
は
、
必
ず
石
け
ん
で
手
を
洗
い

ま
し
ょ
、
つ
。

▽
気
温
が
高
い
日
、
特
に
暑
い
日
が

続
く
時
は
、
食
品
が
悪
く
な
り
や

す
い
の
で
注
意
し
、
生
食
は
で
き

る
だ
け
止
め
ま
し
ょ
う
。

▽
建
物
の
周
囲
や
便
所
は
常
に
清
潔

に
し
て
ネ
ズ
ミ
、
ハ
エ
、
カ
、
ゴ

キ
ブ
リ
を
退
治
し
、
住
み
良
い
環

境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

▽
暴
飲
、
暴
食
を
せ
ず
、
栄
養
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
と
り

適
度
な
運
動
と
休
養
を
と
り
ま
し

ょ
、
つ
○

＼

　

　

ノ

●昭和58年中の食中毒発生状況

金魚すくい・花火を楽しむ

金魚すくいを楽しむ園児たち

7
　
　
月

件　　 数 患 者 数 死 者 数

全　　　 国 1，095件 37 ，023人 13人

岩　 手　 県 22件 324人 0人

釜石保健所管内 1件 3人 0人

金
魚
す
く
い
や
花
火
大
会
を
盛
大

に
開
催
　
－
　
沢
山
の
み
ど
り
幼
椎
園

（
佐
々
木
栄
雄
園
長
）
　
で
は
、
P
T

A
の
協
力
を
得
て
、
七
月
二
十
六
日

北
小
学
校
校
庭
で
金
魚
す
く
い
や
花

火
を
楽
し
み
ま
し
た
。

午
後
六
時
か
ら
園
児
た
ち
に
よ
る

金
魚
す
く
い
が
行
わ
れ
、
う
ま
く
と

れ
な
い
金
魚
に
父
兄
が
手
助
け
、
園

児
た
ち
は
と
れ
た
金
魚
に
大
は
し
ゃ

ぎ
。
続
い
て
、
父
兄
も
参
加
し
て
の

踊
り
、
暗
く
な
る
の
を
待
っ
て
の
花

火
大
会
。
花
火
大
会
に
は
、
本
職
の

花
火
師
が
招
か
れ
、
夜
空
高
く
打
ち

上
げ
ら
れ
る
き
れ
い
な
花
火
を
園
児

も
父
兄
も
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

「

　

　

ノ

1
日
▽
大
槌
北
小
学
校
落
成
式

6
日
▽
大
槌
・
山
田
・
紫
波
練

道
路
整
備
促
進
期
成
同

盟
会
等
合
同
陳
情
（
県

庁
）

9
日
▽
町
村
長
研
修
会
に
出
席

（東京）

1
3
日
▽
浪
板
海
岸
海
開
き
神
事

に
出
席

1
4
日
▽
県
民
体
育
大
会
サ
ッ
カ

ー
競
技
開
会
式
　
（
町
営

サ
ッ
カ
ー
場
）

1
6
日
▽
三
陸
縦
貫
国
道
整
備
促

進
協
議
会
総
会
に
出
席

（
仙
台
）

2
5
日
▽
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
パ
レ
ー
ド
に
出
席

2
6
日
▽
農
業
委
員
会
第
一
回
総

会
　
（
役
場
）

2
7
日
▽
畜
産
振
興
公
社
理
事
会

（役場）

▽
岩
手
日
報
「
三
陸
の
活

路
」
出
版
記
念
パ
ー
テ

ィ
ー
に
出
席
（
釜
石
）

2
8
日
▽
花
巻
市
長
藤
田
万
之
助

氏
葬
儀
に
出
席
（
花
巻
）

3
1
日
▽
全
国
農
村
地
域
定
住
促

進
対
策
協
議
会
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
協
議
会
定
期
総

会
に
出
席
　
（
花
巻
）
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全国消費実態調査

にご協力ください

来
る
九
月
、
十
月
、
十
一
月
聖
二

か
月
間
に
わ
た
り
、
昭
和
五
十
九
年

全
国
消
費
実
態
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
国
民
生
活
の
実
態
を

家
計
の
面
か
ら
総
合
的
に
把
握
す
る

統
計
調
査
と
し
て
、
昭
和
三
十
四
年

以
来
五
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
今
回
で
六
回
目
に
な
り
ま

す
。家

計
は
、
大
き
く
分
け
る
と
所
得
、

消
費
、
資
産
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ら
は
互
い
に
関
連
を
も

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
総
合
的
に

し
か
も
、
正
し
く
把
握
す
る
た
め
に

こ
の
調
査
で
は
「
家
計
簿
」
　
「
耐
久

財
・
年
次
・
貯
蓄
等
調
査
票
」
　
「
世

帯
票
」
　
の
三
種
類
の
調
査
票
を
用
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
調
査
世
帯
に
日

々
の
収
入
と
支
出
を
三
か
月
間
に
わ

た
り
記
入
し
て
も
ら
う
家
計
簿
が
、

こ
の
調
査
の
中
心
的
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

家
計
の
内
容
は
、
世
帯
の
収
入
や

資
産
の
大
き
さ
、
社
会
階
層
、
世
帯

構
成
の
違
い
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
全
国
消
費
実
態
調

査
で
は
、
家
計
の
実
態
を
世
帯
の
い

ろ
い
ろ
な
階
層
・
類
型
別
に
、
ま
た
、

地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
大

き
な
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
の
調
査
世
帯
は
、
全
国

の
あ
ら
ゆ
る
世
帯
の
う
ち
か
ら
標
本

理
論
に
基
づ
い
て
抽
出
し
た
約
五
万

四
千
世
帯
で
、
調
査
は
、
統
計
局
－

都
道
府
県
－
市
町
村
－
指
導
員
毒
調

査
員
－
調
査
世
帯
の
系
統
で
行
わ
れ

ま
す
。
全
国
で
約
四
千
四
百
人
の
調

査
員
が
配
置
さ
れ
、
直
接
調
査
世
帯

を
訪
問
し
て
、
三
か
月
間
の
家
計
等

の
記
入
を
お
願
い
す
る
な
ど
調
査
に

あ
た
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

記
入
済
み
の
家
計
簿
や
そ
の
他
の

調
査
票
は
、
す
べ
て
統
計
局
に
集
め

ら
れ
、
集
計
し
て
統
計
表
に
ま
と
め

ら
れ
ま
す
。
調
査
の
結
果
は
、
昭
和

六
十
年
度
中
に
報
告
書
な
ど
に
よ
り

公
表
す
る
計
画
で
す
。
こ
れ
ら
の
結

果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
社
会

・
経
済
政
策
や
福
祉
行
政
な
ど
消
費

者
の
生
活
に
関
係
の
深
い
各
種
の
行

政
や
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
広
く

利
用
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
調
査
さ
れ
た
内
容
は
、
統

計
を
つ
く
る
た
め
だ
け
に
便
・
用
さ
れ

調
査
票
の
記
入
内
容
を
調
査
関
係
者

が
他
に
漏
ら
す
こ
と
は
、
法
律
に
よ

っ
て
固
く
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
秘
密

は
保
護
さ
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

あ
り
の
ま
ま
ご
記
入
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

出
稼
ぎ
互
助
会
に

加
入
し
ま
し
ょ
、
つ

出稼ぎするときには、岩手県出稼ぎ互助会に加入し

て安心して就労しましょう。有効期間は加入の日から

1年間です。就労中に期限切れとなる見込みのかたは

出稼ぎする前に継続加入手続きをしてください。

※詳しくは、役場水産商工課（℡⑫2111内線135）

へお問い合わせください。

広報おおつち　昭和59年8月号　ぷ・200

娘政懇談会を開催

昨年、釜石で行われた県政懇談会

レ期日…9月11日映）2：00～5：00

レ会場…遠野市・遠野市民センター

県政懇談会は、皆さんから県政全般、あ

るいは、地域の問題について、いろいろな

意見を聴き、これらを県政に反映させるた

めに開催されるものです。

い・－



（重責車重憂蔓〕

力強く選手宣誓する千葉修選手

県
民
大
会
サ
ッ
カ
ー
競
技

地
元
大
槌
で
開
催
さ
れ
る

第
三
十
六
回
岩
手
県
民
体
育
大
会
の
サ
ッ
カ
ー
藤

技
が
、
地
元
大
槌
で
七
月
十
四
日
か
ら
十
六
日
ま
で

の
三
日
間
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
町
営
サ
ッ
カ
ー
場
に
は
、
各
地
区

の
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
高
校
二
十
四
チ
ー
ム
、

一
般
二
十
三
チ
ー
ム
が
勢
ぞ
ろ
い
、
大
槌
高
校
の
千

葉
修
選
手
が
力
強
く
選
手
宣
誓
し
、
こ
の
後
、
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

地
元
大
槌
高
校
は
準
々
決
勝
で
惜
し
く
も
水
沢
高

校
に
P
K
戟
で
、
ま
た
、
一
般
の
大
槌
F
・
C
も
準

々
決
勝
で
水
沢
市
に
三
－
○
で
敗
れ
ま
し
た
。

社会を明るくする運動

街頭パレードと研究会を行う

（6）

非行防止研究会

「
防
ご
う
非
行
　
助
け
よ
う
立
ち
直
り
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
七
月
二
十
五
日
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

の
一
環
と
し
て
非
行
防
止
街
頭
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま

し
た
。パ

レ
ー
ド
に
は
、
大
槌
小
鼓
笛
隊
や
同
小
五
・
六
年

生
、
婦
人
会
な
ど
の
各
種
団
体
多
数
が
参
加
し
て
、
大

槌
小
校
庭
を
ス
タ
ー
ト
、
本
町
、
新
町
、
大
町
を
パ
レ

宝さがしやスイカ割りを楽しむ

吉里吉里海岸で親子レク

舶野

元気に準備体操する園生たち

わ
ら
び
学
園
（
堀
合
鉄
郎
学
園
長
）

で
は
、
七
月
二
十
七
日
、
野
外
指
導

と
し
て
い
〓
里
上
〓
里
海
岸
で
親
子
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

同
学
園
の
野
外
指
導
は
、
六
月
の

新
山
で
の
ツ
ツ
ジ
観
賞
会
に
続
い
て

二
回
目
で
、
園
生
た
ち
は
海
で
泳
い

だ
り
、
砂
浜
で
宝
さ
が
し
や
ス
イ
カ

割
り
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り

し
ま
し
た
。

同
学
園
で
は
、
園
生
た
ち
は
外
に

ノ

・

′

■

▲

【

＿

‥

‖

、
■

ヽ
■
一

丸扱梯成句恕
．＿　一・▲■　t■

出
る
機
会
も
少
な
く
、
ま
た
、
一
般
　
Y
鞍

と
の
交
流
も
あ
ま
り
な
い
の
で
、
こ

の
よ
う
な
場
を
設
け
て
一
般
の
か
た

と
の
交
流
と
社
会
参
加
へ
の
心
を
養

い
た
い
1
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

社会を明るく
農喝、漆務渚

非
行
防
止
街
張
パ
レ
ー
ド

「、ノ

ー
ド
し
、
町
民
に
非
行
防

止
の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
二
十
七
日
に
は
、

中
央
公
民
館
で
婦
人
会
や

P
T
A
、
防
犯
協
会
、
民

生
委
員
の
皆
さ
ん
が
出
席

し
て
非
行
防
止
研
究
会
と

映
画
会
が
開
か
れ
、
最
初

に
、
非
行
少
女
が
更
生
す

る
ま
で
の
過
程
を
描
い
た

「
岐
（
わ
か
）
　
れ
み
ち
」

と
い
う
映
画
を
上
映
、
続

い
て
県
内
で
あ
っ
た
事
例

を
通
し
て
非
行
を
防
ぐ
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
意

見
発
表
と
討
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

広報おおつち　昭和5時8月号　〟．200



し串んな一面亘阜一

「
よ
市
」
今
年
も
盛
大
に
開
催

末広町通りを歩行者天国にして

末
広
町
通
り
を
歩
行
者
天
国
に
し

て
の
大
バ
ザ
ー
ル
「
よ
市
」
が
、
今

年
も
七
月
二
十
一
日
、
二
十
二
日
の

二
日
間
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
六
十
店
舗
　
安
さ
の
競
演
　
夜

空
の
下
の
大
バ
ザ
ー
ル
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、
末
広
町
商
店
会
青
年

部
　
（
鈴
木
正
明
部
長
）
　
の
手
で
開
か

れ
た
も
の
で
、
二
十
一
日
は
民
謡
シ

ョ
ー
、
二
十
二
日
は
カ
ラ
オ
ケ
の
ど

自
慢
な
ど
の
催
し
、
ま
た
、
三
万
円

の
商
品
券
が
当
た
る
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ボ

ン
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
末
広
町
商

店
街
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
く

の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

全国建具展示令で入賞
猪又さんと阿部さん

第
十
八
回
全
国
建
具
展
示
会
が
、
　
十
点
の
作
品
が
出
品
さ
れ
、
こ
の
展

こ
の
ほ
ど
、
山
形
県
山
形
市
で
開
催
　
示
会
で
大
槌
技
能
協
会
会
員
の
猪
又

さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
啓
治
さ
ん
　
（
吉
里
吉
里
四
・
四
十
九

展
示
会
に
は
、
全
国
か
ら
約
百
七
　
歳
）

が
第
一
部
伝
統
建
具
の
部
で
山

入賞した阿部さん（左）と猪又さん

形
県
木
工
業
協
同

組
合
連
合
会
理
事

長
賞
に
、
ま
た
、

同
じ
〈
阿
部
七
郎

さ
ん
　
（
花
輪
田
・

四
十
歳
）
　
が
第
二

部
創
作
建
具
の
部

で
尾
花
沢
市
長
常

に
入
賞
し
ま
し
た

二
人
は
　
「
全
国

大
会
に
入
賞
で
き

て
う
れ
し
い
し
　
二

れ
か
ら
も
よ
い
作

品
を
作
っ
て
い
き

ま
す
」
　
と
、
語
っ

て
い
ま
し
た
。

広報おおつち　昭和59年8月号　〟．200

三陸園で奉仕活動

桜木町自治会婦人部

窓
を
ふ
く
婦
人
部
の
皆
さ
ん

七
月
十
六
日
午
前
中
、
吉
里
吉
里

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三
陸
園
（

芳
賀
陽
一
園
長
）
　
に
桜
木
町
自
治
会

婦
人
部
（
泉
清
子
部
長
）
　
の
皆
さ
ん

が
訪
れ
、
お
フ
ロ
や
窓
ガ
ラ
ス
の
清

掃
、
シ
ー
ツ
の
交
換
な
ど
の
奉
仕
活

動
を
し
ま
し
た
。
同
婦
人
部
は
、
毎

月
、
同
園
で
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
ほ
か
に
も
、
天
理
教
吉

里
吉
里
分
教
会
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

団
体
が
同
園
を
訪
れ
て
奉
仕
活
動
を

行
っ
て
お
り
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

（7）



象

働
緑
茶
は
生
業
を
蒸
し
て
、
酸
化
酵
素
を
失

わ
せ
た
後
、
も
ん
で
乾
燥
さ
せ
た
も
の
で
、

玉
露
、
抹
茶
、
せ
ん
茶
、
番
茶
な
ど
に
分
け

ま
す
。

に
は
カ
フ
ェ
イ
ン
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
精
神

暮らしのしおり⑳

緑茶の効用

活
動
を
活
発
に
し
、
眠
気
を
防
ぐ
な
ど
、
有
用
な
薬

用
効
果
を
発
揮
す
る
反
面
、
多
量
に
と
り
す
ぎ
る
と

不
眠
、
心
き
こ
う
進
な
ど
好
ま
し
〈
な
い
効
果
を
も

た
ら
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
茶
に
は
ビ
タ
ミ
ン
C
が
多
く
含
ま
れ
て
お

り
、
一
〇
〇
グ
ラ
ム

中
に
番
茶
は
三
〇
ミ

リ
グ
ラ
ム
、
玉
露
が

一
〇
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
、

せ
ん
茶
は
二
八
〇
ミ

リ
グ
ラ
ム
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

消♯生活モニター調査による

生活関連物資の県平均価格表（6月）

く資料：県福祉部消費生活課〉

品　　　　　 目 規 格 ・単 位 等
価　 格 （円 前 月比錮

上昇 率5　 月 6　 月

豚　　　　　　　 肉 も も 肉 中 10 0 g 16 0 1 5 9 －　 0 ．6

鶏　　　　　　　 卵 中 1 0 個 人 rレ ヾッ ク 2 0 6 1 9 4 －　 5 ．8

ま　　　　 ぐ　　　 ろ

刺 し 身 中 1 0 0 鳩 4 6 0 4 2 5 －　 7 ．6

2 7 6 2 7 3 － 1 ．1

塩　 さ　 け （切 り 身 ） 紅 さ け 10 0 g 2 2 2 2 27 2 ．3

た　　 ま　　 ね　　 ぎ 1 0 0 g 3 3 27 － 1 8 ．2

き　　 ゃ　　 べ　　 つ 1 0 0 g 3 3 1 3 － 6 0 ．6

き　　 ゅ　　 う　　 り 1 0 0 g 4 1 2 5 －　 3 9

サ　　 ラ　　 ダ　　 油 ビ ン 入 l） 1 ，6 5 0 g 5 5 8 5 6 9 2

砂　　　　　　　 糖 上 白 糖 1 k g 2 6 7 2 6 8 0 ．4

理　　　　　　　 容 大 人 1 回 2 ，2 0 9 2 ，2 2 3 0 ．6

美　　　　　　　 容 パ ー マ 1 回 5 ，1 3 4 5 ，1 2 9 －　 0 ．1

外　　　　　　　 食
中 華 そ ば 2 9 9 2 9 8 －　 0 ．3

カ レ ー ラ イ ス 3 8 3 3 8 3 0

洗　 濯　 用　 洗　 剤

有 リ ン 合 成 2 ．6 5 kg 9 10 9 1 6 0 ．7

無 リ ン 合 成 2 ．6 5 k g 9 1 1 9 0 6 －　 0 ．5

粉 せ っ け ん 2 ．4 k g 8 1 2 8 1 8 0 ．7

台　 所　 用　 洗　 剤 3 8 0 m g 16 4 1 6 4 0

ラ　　　　 ッ　　　　 プ 3 0 cm X 2 0 m l 巻 18 4 1 8 9 2 ．7

ア　 ル　 ミ　ホ イ　 ー ル 2 5 cm X 8 m l 巻 1 4 7 14 8 0 ．7

ゴ ミ 入 れ 用 ポ リ 袋 1 0 枚 1 組 1 6 7 16 6 －　 0 ．6

ト イ レ ッ トペ ー パ ー

5 5 m 4 ロ ー ル 1 組 1 7 0 16 5 －　 2 ．9

6 5 m 4 ロ ー ル 1 組 1 9 6 19 5 －　 0 ．5

65m 4ロール（2枚もの）1姐 2 1 0 20 9 －　 0 ．5

ア イ ツ シ ュ ペ ー パ ー 4 0 0 枚 （2 0 0 組 ）1 箱 1 5 4 1 5 4 0

歯　 み　　 が　　 き 2 0 0 g チ ュ ー ブ 入 り 2 5 7 2 5 7 0

化　 粧　 石　 け　 ん 1 個 9 2 9 2 0

家　 庭　 用　 灯　 油 18 g （配 達 料 込 み ） 1 ，4 3 0 1 ，4 2 5 －　 0 ．3

家 庭 用 液 化 石 油 ガ ス 5 m ユ 2 ，6 7 1 2 ，6 6 7 －　 0 ．1

牛　　　　　　　 乳 紙パック入り1 £（加工乳除〈） 2 2 5 2 2 5 0

（8）

雇
用
保
険
制
度
が
改
正

失
業
者
の
生
活
安
定
と
就
職
促
進

を
図
り
、
雇
用
保
険
制
度
の
効
率
的

な
運
営
を
進
め
る
た
め
、
雇
用
保
険

制
度
が
、
こ
の
ほ
ど
、
改
正
さ
れ
、

八
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

失
業
給
付
額
の
算
定
基
礎
の
変
更

被
保
険
者
期
間
と
し
て
計
算
さ
れ

た
最
後
の
六
か
月
間
の
賃
金
総
額
が

算
定
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

改
正
後
は
、
賞
与
と
臨
時
の
賃
金
等

が
そ
の
範
囲
か
ら
除
か
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
⊥
9
。

給
付
日
数
の
変
更

給
付
日
数
は
、
受
給
資
格
者
の
離

職
日
に
お
け
る
年
齢
等
に
よ
り
決
定

し
ま
す
が
、
改
正
後
は
、
新
た
に
勤

務
期
間
が
加
味
さ
れ
ま
す
。

給
付
制
限
期
間
の
変
更

被
保
険
者
が
自
己
の
責
め
に
帰
す

べ
き
重
大
な
理
由
に
よ
っ
て
解
雇
さ

れ
、
ま
た
は
、
正
当
な
理
由
な
く
自

己
都
合
に
よ
り
退
職
し
た
場
合
は
一

～
二
か
月
の
間
で
基
本
手
当
を
支
給

し
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

改
正
後
は
、
そ
の
期
間
が
三
か
月
に

変
更
に
な
り
ま
す
。

高
年
齢
被
保
険
者
取
り
扱
い
変
更

六
十
五
歳
に
な
っ
た
日
以
後
に
雇

用
さ
れ
る
者
は
原
則
と
し
て
適
用
し

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
公
共
職
業
安
定

所
長
の
認
可
を
受
け
れ
ば
高
年
齢
継

続
被
保
険
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
、

失
業
し
た
時
、
高
年
齢
求
職
者
給
付

金
が
一
時
金
と
し
て
受
給
で
き
ま
す
。

再
就
職
手
当
の
創
設

再
就
職
手
当
は
、
受
給
資
格
者
が

安
定
し
た
職
業
に
就
い
た
場
合
に
お

い
て
基
本
手
当
の
支
給
残
日
数
が
所

定
給
付
日
数
の
二
分
の
一
以
上
で
あ

っ
て
、
公
共
職
業
安
定
所
長
が
必
要

と
認
め
た
時
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●給付日数

被保険者であった 1 年 以上 5 年 以上 10年 以上
年 齢＼　　　 期間 5 年 未満 1 0年 未 満

30　 歳　 未　 満 90 日 9 0 日 1 80 日

30 歳以 上 4 5歳 未満 9 0 日 1 80 日 2 1 0 日

4 5歳以 上 5 5歳 未満 18 0 日 2 1 0 日 2 4 0 日

5 5歳 以上 6 5歳 未満 2 10 日 2 4 0 日 3 0 0 日

就職困

難 者

55 歳 未 満 2 4 0 日 （従 来 どお り）

55歳以上65歳末満 3 0 0 日 （従 来 どお り）

●高年齢求職者給付金

被保険者であった期間 1年未満
1年以上
5年未満

5年以上
10年未満

10年以上

給 付 金 の 額 50 日分 100 日分 120 日分 150 日分

兼詳しくは、釜石公共職業安定所（℡⑳4565）へ。
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日本赤十字社より表彰

柳田さんと上田さん

上　田　　章さん　柳　田　定　治さん

日
本
赤
十
字
社
よ
り
、
こ
の
ほ
ど
、

安
渡
の
柳
田
定
治
さ
ん
　
（
八
十
一
歳
）

に
金
色
有
功
章
、
和
野
の
上
田
章
さ

ん
　
（
五
十
六
歳
）
　
に
銀
色
有
功
章
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
多
年
に
わ
た
り
赤
十
字

業
務
に
尽
く
さ
れ
た
功
労
に
よ
る
も

の
で
、
柳
田
さ
ん
は
昭
和
三
十
八
年

か
ら
二
十
年
間
、
上
田
さ
ん
は
昭
和

四
十
三
年
か
ら
十
五
年
間
に
わ
た
っ

て
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
一
生
懸
命
、
赤
十

字
業
務
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

家
出
人
・
行
方
不
明
者
を

捜
す
相
談
所
を
開
設

八
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま

で
の
一
か
月
間
は
「
身
元
確
認
強
化

月
間
」
　
で
す
。
県
内
の
各
警
察
署
、

派
出
所
、
駐
在
所
で
は
、
こ
の
期
間

「
家
出
人
や
行
方
不
明
者
を
捜
す
相

談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
所
で
は
、
全
国
の
身
元
不
明

者
の
一
覧
表
、
顔
写
真
、
遺
留
品
な

ど
を
記
録
し
た
資
料
を
用
意
し
、
ま

た
、
お
心
当
た
り
の
場
所
や
全
国
の

警
察
に
対
し
て
問
い
合
わ
せ
た
り
し

て
所
在
や
身
元
を
確
認
し
、
ご
家
族

を
そ
の
心
配
か
ら
解
放
し
て
あ
げ
る

た
め
専
門
の
警
察
官
を
配
置
し
て
い

ま
す
。ち

な
み
に
、
岩
手
県
内
の
長
期
間

行
方
の
わ
か
ら
な
い
家
出
人
の
状
況

は
、
昭
和
四
十
年
か
ら
今
年
五
月
現

在
ま
で
で
三
百
七
十
四
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
家
出
人
や
行
方
不
明

者
を
捜
し
て
い
る
か
た
は
、
ぜ
ひ
一

度
訪
れ
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

差し押さえ物件の公売役場税務課

〔公売物件〕電話加入権
最低見積価格は、8月28日役場掲示板に公告予定。
⑫6203　⑫3326　⑫5982　⑫3596　⑫4488　⑫3119　⑫3779
⑫6157　⑫2351⑫4114　⑫5303　⑫4506　⑫4108　⑫4643
⑭2649　⑭2551⑲2607　⑭2785　⑭2320　⑬2508　⑳2434

⑲2519　⑭2142　⑭2359　⑳3458　⑬2988　⑭3777
〔公売日時〕8月30日　午前10：00～〔公売場所〕役場税務課
※公売についてのお問い合わせは、役場税務課（℡⑫2111内線145）へ。

農
業
委
員
会
第
一
回
総
会

会
長
に
阿
部
照
義
氏

・蒜こ＿喜一／子岳…∴芸．＝転し
農
業
委
員
会
第
一
回
総
会

が
七
月
二
十
六
日
に
開
か
れ
、

会
長
の
互
選
や
議
席
の
指
定

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。

総
会
で
は
、
後
藤
町
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
最
年
長
の

佐
々
木
善
十
郎
委
員
が
臨
時

議
長
に
選
出
さ
れ
、
会
議
が

進
め
ら
れ
、
会
長
に
は
阿
部

解
義
委
員
、
会
長
職
希
代
理

者
に
は
藤
原
一
夫
委
員
が
決

ま
り
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
委
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
○
数
字
は

議
席
番
号
で
す
）

①
佐
々
木
羊
太
郎
　
②
藤

原
一
夫
　
③
野
崎
勘
一
⑤

阿
部
弥
石
工
門
　
⑥
佐
々
木

善
十
郎
　
⑦
菊
池
栄
一
⑧

佐
々
木
茂
治
　
⑨
兼
澤
良
平

⑲
白
澤
稔
　
⑪
黒
澤
喜
久
雄

⑫
北
田
一
之
肋
　
⑬
戸
澤
三

平
　
⑭
松
村
国
男
　
⑮
阿
部

六
平
　
⑮
佐
々
木
重
郎
　
⑰

台
野
勤
　
⑲
東
梅
万
次
郎

⑲
阿
部
力
衛
　
⑳
阿
部
照
義

1
敬
称
略
－

広報おおつち　昭和59年8月号J略200（9）





※光※嵩髄牒 〔不快指数〕

※　　　署ミというのは
ほとんど気温の高

さで決まr）ますが、実際に体で感じる暑
さは、湿度や風の影響で必ずしも気温ど
おりではありません。これを体感温度と
いいます。

この体感温度の考え方をとり入れたの
が不快指数で、気温と湿度によって生活
上不快をおぼえる度合いを数値で表した
ものです。

どのくらいの指数で不快を感じるかと
いうと、70を超えるとやや不快を感じは
じめ、75では半数が不快、80を超すとほ
ぼ全員が不快と感じるとされていますn

■NHK学園

社会通信講座の受講者を募集

NHK学園では、秋の「社会通信講

座」の受講者を募集しています。

この通信講座は、リポートの添削が

中心で、自宅にいながら都合のよい時

間に、自分のペースで学べます。

D講座…書道、硬筆、母と子の硬筆、

簿記、俳句、短歌、古典、文章、絵画、

囲碁、英語、数学、国語、ファミリー

写真、楽しい書き方　♭受付期間…9

月30日まで

＃詳しい案内書をご希望のかたは、

NHK学園CT係（〒186東京都国立

市富士見苗2－36　℡0425⑫315］）ま

で講座名と氏名、住所、電話番号を書

いてハガキでご請求ください。

〈8月の納税〉

町県民税　2期

国　保　税　2期

＝納期限は8月31日です＝

■総務庁交通安全対策室

皆さんの作品を募集

皆さんの家庭で、交通安全について

話し合った内容や方法、実行している

ことなどについて作文にしてください。

Dテーマ…我が家の交通安全　D応

募期間‥・9月20日㈹まで　D応募区分

…①小学校低学年の部②小学校中学年

の部③′ト学校高学年の部④中学生の部

⑤母親・一一般の部　D応募方法…（1）小

学生各部と中学生の部D400字詰原稿用

紙3枚以内0応募区分、住所・郵便番

号、氏名、学校名、学年、学校所在地

・郵便番号を記載する0送り先／牡）日

本交通福祉協会交通安全作文募集係（

〒100東京都千代田区多神田2～2－17

共同ビル）（2）母親巨一般の部。400字

詰原稿用紙5枚以内0応募区分、住所

・郵便番号、氏名、年齢、職業を記載

する0送り先／捻務庁交通安全対策室

交通安全作文暮集係（〒100東京都千

代田区霞が関3～1～1）

※詳しくは、役場総務課（℡⑫2111

内線118）へ。

■岩手勤労学園釜石校

受講生を募集

岩手勤労学園では、釜石校の受講生

を募集しています。

D開講期間…9月3日（月）－10月31日

㈹　午後6時15分～8時45分　D教室

…釜石地区合同庁舎大会議室　D受講

資格…一般勤労者　レ講義内容…憲法、

労働基準法、経済学、職場の人間関係

などの16科目を予定　＞募集人員…60

人　D募集期間・・・8月20日（月）まで

※申し込み・お問い合わせは、釜石

労政事務所（釜石市新町6～50　℡⑳

2701）まで。

【遠野検察審査会

新しい検察審査員と補充員

新しい検察審査員と補充員が決まり

ましたので、お知らせします。

D検察審査員…小原睦子さん（大町

・32歳）D補充貝…里舘海子さん（安

渡3・40歳）

■釜石県税事務所

個人事業税の納期の改正

岩手県県税条例の一部が改正され、

59年度から個人事業税の税額が1万円

以下の場合は、第1期の納期で納める

ことになr）ました。

●個人事業税の納期

年額1万円を 年 額 1 万円

超 える場合 以下 の場合

納

期

第1期
8 月15 日 8 月15 日

～31 日 ～31 日

第Z期
11月15 日　～30 日

※詳Lくは、釜石県税事務所（℡⑳

2701）へお問い合わせください。

ゴミ収集

15日・16日休みます

お盆期間中のゴミ収集は14日（州

まで平常通F）行い、15日㈹・16日

㈹は休みます。期間中は焼却炉に

ゴミを持ち込まないでください。

夏はとくに不衛生になl）がちにな

りますので、各家庭では責任を持

ってゴミの管理を行ってください。

役場保健衛生課
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保健だより

く8月〉

◇3歳児健診（中央公民館）

17日幽‥・9：30－　56年3・4月生まれ

◇1歳6か月児健診（役場会議室）

22日㈹・・・12：00－　58年2月生まれ

◇乳児相談（技能訓練所）

27日（月）…9：30－12か月児

1：30－　全乳児

く9月〉

◇母親教室（技能訓練所）

7日幽…9：30～3：00

◇乳児相談（技能訓練所）

10日（月ト9：30～　4か月児

1：30～　7か月児

よろこびかなしみ　　6月届け出分

（○数字は届け出のあった日）　敬　称　略

ロおしあわせを祈りますく結婚〉
④釜石賢（吉里吉里一）・関谷ひろ

子（吉里吉里三）　④泉澤文夫（釜石
市）・佐藤富美子（安渡二）　⑨伊藤
純一（須賀町）・伊東祐子（釜石市）
⑪菊地俊満（′ト枕）・河口真理子（安
渡二）　⑬岩間敏郎（大町）・前川富
久子（大町）　⑮澤館進吾（須賀町）
・三浦姫子（吉里吉里一）　㊧夏岩昭
男（須賀町）・′卜松優子（宮古市）
⑳沼崎常男（山田町）・越田美津子（
安渡二）　⑳花石秀夫（栄町）・笠原
ふみ子（宮古市）　⑳岩間孝一郎（末
広町）・遠藤幸子（末広町）　⑳兼澤
二三男（金沢）・古澤幸子（大町）
⑳阿部聖一（大町）・佐藤時子（大ケ
ロ）　⑳佐藤一志（赤浜一）・量野み
どl）（浪板）　⑳小園泰明（安渡三）
・笠森美子（釜石市）

一一－一一－－一－－－－一－－－－一一－－－－－一一－－－一－－－－－一一－－－－一一－－－一－－一一

▽おめでとう健かに　〈出生〉
①′ト松尚子（元・大町）　⑥阿部啓
（猛・赤浜二）　⑦澤舘英樹（隆一・
須賀町）　⑨川崎史典（郷泉・前段）
⑨中里友哉（一也・栄町）　⑨岩間健
（淳一・新町）　⑪山崎智史（敏之・

栄町）　⑪福田重－（重雄・大ケロ）
⑫箱山将太（延弘・須賀町）　⑫木下
まどゎー（善弥・吉里吉里二）　⑭兼澤
剛（圭作・桜木町）　⑮柏崎大樹（英
美・新町）　⑲小松勝義（一雄・和野）
⑳白澤純枝（茂男・白澤）　⑳阿部真
寿美（康久・新町）　⑳平野公士（公
三・安渡二）　⑳小笠原孝士（権八郎
・種戸）　⑳飛田真奈美（乗・上町）．
⑳八幡豊貴（寅・新町）　⑳近藤千晶
（正見・吉里吉里一）　⑳佐藤美沙恵
（利道・前段）　⑳大和田良重（重明
・上町）　⑳阿部祐樹（ヂ・港町）

■一一一－－－－－－一一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一－－－－一‾‾

・おくやみ申し上げます　〈死亡〉

①佐々木七太郎（75歳・須賀町）
①佐々木フクエ（83歳・吉里吉里三）
③小松清（73歳・大町）　⑥佐々木金
書（63歳・金沢）　⑦上山トキヨ（78
歳・吉里吉里二）　⑲澤舘清治（56歳
・′ト枕）　⑲西原著大郎（77歳・安渡
三）　㊧熊谷トミヲ（79歳・桜木町）

⑳′ト圃隆造（66歳・安渡三）　⑳小松
旦太郎（82歳・前段）
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今
年
も
結
核
健
康
診
断
が
始
ま
り

ま
す
。
昨
年
、
新
し
く
患
者
と
し
て

登
録
さ
れ
た
か
た
は
十
五
人
で
、
一

昨
年
の
十
九
人
よ
り
少
な
く
な
り
ま

し
た
。現

在
、
結
核
患
者
と
し
て
登
録
さ

れ
て
い
る
か
た
は
約
百
二
十
人
で
す
。

働
き
ざ
か
り
の
四
十
代
以
降
に
患
者

が
集
中
し
て
お
り
、
結
核
は
老
人
病

と
い
え
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

検
診
対
象
年
齢
は
十
五
歳
以
上
で

す
。
五
十
八
年
度
は
、
対
象
者
七
千

七
百
九
十
人
に
対
し
て
受
診
者
は
五

千
七
百
五
十
二
人
で
一
昨
年
よ
り
受

診
者
が
減
り
ま
し
た
。

第
一
回
目
の
結
核
検
診
は
、
八
月

二
十
七
日
か
ら
九
月
十
四
日
ま
で
実

施
し
ま
す
。
第
二
回
目
は
十
月
、
第

三
回
目
は
十
一
月
に
予
定
し
て
い
ま

す
が
、
で
き
る
だ
け
第
一
回
目
に
受

け
て
く
だ
さ
い
。

過
去
五
年
間
続
け
て
受
け
な
か
っ

た
か
た
が
百
三
十
一
人
も
い
ま
す
。

そ
の
か
た
が
た
に
受
け
な
い
理
由
を

尋
ね
る
と
、
関
心
が
な
い
と
答
え
た

か
た
が
八
十
七
人
も
お
り
ま
し
た
。

結
核
の
怖
さ
が
、
ま
だ
わ
か
ら
な
い

か
た
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

結
核
に
対
し
て
末
感
染
者
が
少
な

い
若
年
層
と
既
感
染
者
が
多
い
高
年

層
が
混
在
す
る
現
在
、
患
者
の
発
見

が
遅
れ
た
り
、
適
切
な
処
置
が
な
さ

れ
な
け
れ
ば
、
集
団
発
生
し
た
り
感

染
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
が
、
年
に
一
度
の

結
核
検
診
を
受
け
る
よ
う
に
、
ま
た
、

●受診状況（下位3地区）

頼位
地 区 名 受 診率 朗

6 栄　　 町 46

2 上　　 町 59

3 赤　　 浜 60

●大槌町の受診者数

発見患者数　3人

あ
な
た
も
検
診
対
象
者
で
す

特
に
長
び
く
セ
キ
や
タ
ン
の
あ
る
か

た
、
乳
幼
児
や
児
童
と
接
す
る
機
会

の
多
い
か
た
、
何
年
も
未
受
診
の
か

た
、
高
齢
者
の
か
た
は
、
周
り
の
か

た
と
声
を
掛
け
あ
っ
て
近
く
の
会
場

に
お
い
で
く
だ
さ
．
い
。

例
年
と
同
じ
く
、
胸
の
レ
ン
ト
ゲ

ン
と
尿
検
査
、
血
圧
測
定
も
行
わ
れ
、

さ
ら
に
、
今
年
か
ら
循
環
器
多
項
目

検
診
（
眼
底
検
査
、
血
液
検
査
、
心

電
図
）
も
一
部
地
域
で
は
、
そ
の
場

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●大槌町の結核患者数

人51録豊新

一一　一


